
(2) 獎逛狼莩第 

㊃ 5けマ¥ 


m n 本本 

tIt 三 1 不日 


呰从〇。乙目樂 





日置 藩では、永く窮乏財政に追われてきた。この間には、とうぜんこれを打開するための数々の施策が 
試みられたが、いずれも効を奏さなかった。そして、藩財政はますます悪化の一途をたどった。このとき、 
藩目付役 橘軍太夫ら によって、'非常法、、の採用がとなえられた。すなわち、藩札発行によって財政立てな 
おしを図ろうとする意見であった。しかし、これには一方に大きな反対意見があった。それは、目付役橘 
軍太夫とともに藩内勢力を二分して、彼に対立する 城代家老で ある。彼は、"非常法、、の採用により藩札 
発行に踏みきることが、御用商人蔵屋と結託する目付軍太夫に結果的に有利に作用し、権力と財力とを一 
挙に相手に与えてしまうことになるとみてとったのであった。だが、、、非常法、、採用に代わる妙策のないか 
ぎり、城代家老のこのようなことからの反対は、あくまでも私情にすぎなかった。 

藩札の発行が決まり、城代家老は失脚して隠居同様の身となった。 

やがて藩札が発行され、これにどもなって正金銀の使用は禁止された。従って正貨を保有する者は、す 
ベて札会所においてこれを藩札に両替えしなければならなかった。また、これを隠匿した者は厳しい摘発 
を受け、重罪に処せられることとなった。こうして正貨に代わって藩札が新たに市場に出回ると、やがて 
これがための影響が各方面に現われはじめた。その著しい例は、諸物価の急騰であった。生活必需品であ 
る米、味增等の高騰によって、民衆はいちどに苦境に追い込まれていった。 

ところで、花卷村百姓 正助ら にとって、この夏はさらに苛酷な日々に苦しめられていた。というのは、 
新開地の鍬下年季の延期にからみ、先に身分差別政策が藩により強化されたことによって、棉作に取り組 
む正助らは、 苔 丸ら非人たちの助力をたのめず、自力でこれを切り抜けなければならないからであった。 
そのことは、権力によって百姓との協力関係を引き裂かれ、草場につなぎ止められ、あるいは不逞の百姓 
らを取り締まるための強化訓練を強いられる非人等にとっても同様であったが、ことにこの夏の旱は異例 
のことだったのだ。炎天に続く炎天に農地は灼かれ、すでに膝丈ほどに伸び立った棉は萎えがちだった。 
そこで百姓等は、総出で連日これへの給水に当たらなければならなかったのである。 

竜之進、一角 等も正助らのこの作業に加わっていたが、一角は、なんとしても領主を討ちたいと竜之進 
に訴え、竜之進には自分の道を歩むようにと言い置いて旅立つのだった。永く迷った末のことにちがいな 
かった。が、竜之進とて確たる自分の道、、を掴み得ていたわけではなかったのだ。事実、竜之進のこの 
心の不安定さが、後に目付の弟 橘 玄蕃との対決においても反映し、小六に変身した.カムイに救われる結果 
に至ったのだった。もちろん、竜之進の危機がそのことからのみ導かれたわけではなく、彼が、無人流の使 
い手であるこの相手を単に剣客としてだけではなく、権力というものの具体的な一つの現われとして感じ 
とることができなかったところに、すでにそこに導かれる原因があったのであるが……。 

ところで、領主を討つべく旅立った笹一角は、関所を破ってそこを脱出したが、彼を慕う アテナが 青木 
鉄心とともに彼の後を追い、さらにふとめぐり逢ってアテナの美しさに心を奪われた 水無月 右近は、また 
二人のあとを追うのだった。 

一方、 カサグレと いう人物に一命を救われた 橘一 馬は、そこで彼の奇怪な待遇に出会ったのであった。 
つまり、助けられながらもカサグレから食物を与えられず、自ら得た食物をも彼に奪取される羽目 r こ至っ 
たのだった。そこで一馬は遂にカサグレの結界から逃れようと試みるが、それも封じられた末に、逃れた 
ければそれだけの力を持て、と突き放されるのであった。一馬はそこで思わずおのれの素性を口にしかか 
つ たが、すでに権力の背景を失っているいまでは、それがなんの役にも立たず、自分が単にビッコの捨て 
犬にすぎないことを悟らされたのであった。 
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この淵は s さんの 
取っておきの釣場 
なのだが背後に灌木 
の茂みがあるので竿の 
振れないのが難点で 
ある 


以前同業の S さんに 
ここで 釣りの手ほどきを 
ぅけたその時は主に 
ハヤ•ヤマべを釣りあげた 
ので今度もハヤを釣丨 

に来たのだ/ 

'i#. 


柵の破れ目から 
中庭を覗くと 
患者が十人ばかり 
ラジオ体揉を 
したりしている 


論 



夷隅川へ釣 
行くときは 
病院のわき 
通らなけれ 
ならない 















こういうところは 
人に見られたくない 
ものなので場所替え 
をし ようと 思つて 
いた 矢先 

運わるく L 
僕の泊って ^ 
いる宿の 

主人に見ら^! 


ft 广 






























この只ごとならぬ事件は、 
村人を相当に興奮させたよ 
ぅ/£皆んなてんでんに、 
まきだつぼぅやこん棒を持 
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馬気ゃ 
鹿違つ 

なつし 
ち 
や 



あんが/ 
おらユ 

据をちら 
見ただ 


ちら5 
見たんで 
は分らん 
がな 


なんぼ 
気違いで 
気味悪く 
登れるも 
じやねえ 


だつけんがょ 
この木にや一間も j 
ある青大将が ブ 

巣くつてるつ パ r 


あのへんの 
葉っぱの 
陰に息を 
ころしてる 

だつぺ 


かし 

何処にも 
いないよぅです 
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もしかしたら , 
こちらの樫の木に 
樓んでいるミミズク 
が飛んで行ったの 
かもしれんぞ 



あんが/ 
ミミズク は 
昼間は 
飛びある 
かんがな 
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彼は道々自分の身の上を手みじ 
かに語った 

それによると、彼の実家は、茂 
原市で洋品店を営み、彼は千葉 
大学の商学部を身体を悪くした 
ため二年で中退したのだそぅだ 
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つと 流れに 
してやると 


























